
国土強靱化 民間の取組事例 002   初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 01社員に対する教育・啓発・訓練を行っている例 

002 過去の教訓から自助精神で初動体制を構築 三郷堰地
域の防災訓練と動員体制づくり 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
水土里ネット三郷堰（三郷堰土地改良区） - その他事業者 

（農業，林業） 
山形県 

 取組の概要 

 過去の災害の教訓を現在に生かす 

 水土里ネット三郷堰（三郷堰土地改良区）

は過去に一度水害に遭遇し、再発防止のた

めの対策工事を行いながらも二度目の水

害に遭遇した。このため初期防災について

は、ハード整備に頼るだけではなく人が積

極的に関与して災害を防ぐべきと考え、役

職員に理解を求め、最初は少人数から体制

づくりをスタートさせた。 

 「災害は、忘れなくともやってくる！」を

キャッチコピーとして、過去 2 回にわた

る水害の教訓を生かし、農業農村の多面的機能をもつ土地改良施設を水害から守ろうと自主的

な防災訓練を平成 15年から実施している。 

 

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 最初は少人数から訓練をスタート 

 三郷堰地域の主水源である揚水機場は、平成 10年と平成 14年に大雨で最上川が増水し、水害

に遭って被災した。その結果、水田約 500haに供給する農業用水が約 2週間に渡りストップす

るという事態に陥った。 

 一度目の被災を受け、再発防止のため防水堤と水位観測設備を整備した矢先、2 回目の被災を

経験した。このため、初動防災については、構造物や設備等の整備だけに頼らず、人的にも迅速

に対応できる管理体制の構築に着手した。役職員に理解を求め最初は少人数からスタートし、

その後少しずつ地域に向けて情報を発信して、現在は第 1次から第 3次動員までの延べ 105名

がいざという時に動ける体制を構築した。 

 自ら「水路や道路、揚水機等の土地改良施設を水害から守ろう」と土地改良区の役職員、総代等

や地域住民からなる農地・水保全活動組織を構築した。自らの地域の農地や農業用水を保全す

るため、大雨時は水路を巡回して溢水等の支障があるかどうか確認するなど、刻々と変化する

状況に応じての連絡網と動員体制を確立した。 

▲最上川から農業用水を取水する三郷堰頭首工 
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 防災訓練では、過去の水害を時系列的に振り返る図上訓練を予め行い、参加者の共通認識を図

ることにした。また、訓練当日の実地訓練では、事務局や対策本部の運営と土のう等の水防機

材の積み方等を体験するようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まず自分たちで何ができるのか」を考える 

 同地域では、「地域防災」「企業防災」等、自らが安全・危険の点検を行い、初期段階から全て

「公助」に頼るのではなく、「まず自分たちで何ができるのか」を考える自助精神により、初動

活動を実践している。 

 過去に被災した日を「三郷堰防災の日」と定め、苦い経験を忘れず後世まで伝えようと毎年訓

練を展開している。平成 19 年からは多面的機能支払交付金を受けた地域住民代表で構成され

る活動組織と連携を図っている。 

 

 取組の平時における利活用の状況 

 地域の内外のつながりの強化 

 訓練に参加することによって改めて水路の危険箇所を認識し、平時巡視を重ねることにより防

災意識の高揚につなげている。「自助」だけでなく「共助」にも目を向け、山形県土地改良事業

団体連合会への参加等を通じて他の改良区とも交流しており、同じ境遇の県内の各土地改良区

との防災支援体制の確立を提案し、実施に至っている。 

▲異常気象時（大雨時）の点検・確認 
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 農業地域ではあるものの、高齢化等で農家の割合

は減少傾向にあり、非農家も増えている。地域の農

地や農業用水は、農業生産の場だけではないこと、

最上川が決壊すれば集落にも影響があることを、

地域に住む農家以外の方々からも認識してもらう

ため、子ども向けの田んぼの教室の開催や住宅ま

わりのゴミ拾い等の環境保全活動に共に取組、交

流を図っている。 

 

 周囲の声 

  「田んぼの水探検隊」の取組が学校の授業の一環として定着してきているほか、「ふれ愛農園」

を通じて農業への理解の輪が非農家住民にも伝わるなど大きくなっている。これまで培われた

ネットワークを大事に広げ、関係機関との連携や支援をうけながら、豊かな地域資源をつなげ

ていけるよう役割を担ってほしい。（業界団体） 
 

 

▲三郷堰水管理センターを訪れた子どもたち 


